
東奈良遺跡出土の送風管について

清水 邦彦  

１．はじめに

　東奈良遺跡は国内唯一のほぼ完全な形を保った

石製の銅鐸鋳型をはじめとした鋳造関連遺物が出

土したことで著名である。重要文化財に指定さ

れているものに限っても、石製の銅鐸鋳型が 36

点、土製の銅戈鋳型が３点、土製のガラス勾玉

鋳型が４点、送風管が 143 点出土している ( 奥

井 2014)。ほかにも、高坏形土製品、土製のガラ

ス小玉鋳型、送風管が出土している（濱野 1991・

清水 2013）。これらの遺物は弥生時代中期後半頃

に位置づけられるもので、弥生時代における鋳造

技術を考えるうえで、重要な資料群である。

　これらの遺物のうち、とりわけ銅鐸鋳型や銅戈

鋳型が注目され、検討が進められきた。その一方

で、他の遺物の検討がなされることは少ない。こ

のような状況のなか、筆者はガラス勾玉鋳型の検

討をおこない、ガラス勾玉生産と銅鐸生産の関係、

摂津の複合生産体制の東への強い影響を明らかに

した（清水 2015）。

　本稿では、もう一つの注目されてこなかった遺

物である送風管の検討を進めるためにも、東奈良

遺跡出土送風管の資料紹介をおこなうことにした

い。

２．東奈良遺跡出土の送風管

　本稿で紹介する送風管は５点である。東奈良遺

跡出土送風管の特徴を示すよう、曲状送風管およ

び直状送風管の形状がわかるものを１点ずつ、ま

た送風管基部についても異なるものを３点図化し

た。

　図 1-1　曲状送風管である。残存長は 27.1cm

である。外面はケズリ調整である。屈曲部周辺の

内側にはさらにケズリ調整が認められ、屈曲によ

る盛り上がりを削ったと考えられる。また、先

端の近くでは、曲げる際に触ったためか指頭圧

痕が認められる。孔径を測ると、最も基部側で

3.3cm、先端で 2.1cm であり、基部から先端にか

けて孔径が小さくなっていくことを確認できる。

また、先端は使用による被熱の痕跡が認められる。

外面の被熱は灰白色（10YR8/1）を呈するのに対

して、内面の被熱は橙色（7.5YR6/6）を呈してお

り、内面はより高熱を受けたことが想定される。

　図 1-2　直状送風管である。残存長は 18.9cm

である。外面はケズリ調整で、内面は芯を引き抜

いた痕跡を確認することができる。孔径は残存し

ている範囲では、ほぼ変わらない。曲状送風管（図

1-1）ほど、先端に被熱した痕跡を認めることは

できない。

　図 1-3　送風管の基部である。残存長は 15.3cm 

である。基部内面をヘラ状工具で漏斗状に広げて

いる。また、内面にはススが付着している。

　図 1-4　送風管の基部である。残存長は 12.2cm 

である。図 1-3 とは異なり、基部内面を広げない。

一方で、外面に溝を設けている。鞴との連結がそ

の用途として考えられる（難波 2009）。

　図 1-5　送風管の基部である。残存長は 5.4cm

である。図 1-3 同様、基部内面を漏斗状に広げて

いる。また、外面は図 1-4 同様、成形・乾燥後で

はあるが、浅く溝を設けている。これも鞴との連

結のためであろう。

　

３．おわりに

　東奈良遺跡出土の送風管について数少ないなが

らも資料紹介をおこなった。最後に、その特徴に

ついてまとめておく。

　まず、曲状送風管と直状送風管の２種が存在す

ることを確認した。また、送風管の基部に着目し

た結果、いくつかの型式が存在することを明らか

にできた。この型式差は機能差に起因すると考え

るが、本稿では紙幅の都合上、その詳細について

は提示できなかった。これについては、別稿を用

意している。今後も、東奈良遺跡から出土した鋳

造関連遺物を紹介していくことで、弥生時代の鋳

造技術や工人集団の動向についての研究に資する

よう努めていきたい。
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図 1　東奈良遺跡出土送風管
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写真１　東奈良遺跡出土送風管（番号は図１と対応）

写真２　東奈良遺跡出土送風管細部拡大（左：図１-１先端　右：図１-３内面）


